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1. 概  要 

 本資料は，添付書類「Ⅴ-2-4-2-3 使用済燃料乾式貯蔵容器の耐震性についての計算書」につい

て，使用済燃料乾式貯蔵容器の構造，評価方法の概要を説明するものである。 

 

2. 使用済燃料乾式貯蔵容器について 

使用済燃料の貯蔵容量の増加を図るため，全炉心燃料（764 体）の約 190％相当分（1基（61 体）

当たり約 8％×24 基）の貯蔵能力を持つ使用済燃料乾式貯蔵設備を設置する計画である（平成 09・

09・18 資第 5号 平成 11 年 3月 10 日）。 

使用済燃料乾式貯蔵設備設置工事として，第一期工事から第五期工事にかけて使用済燃料乾式貯蔵

容器 23 基の工事計画認可を受けている。これら工事において設置する使用済燃料乾式貯蔵容器は，

以下の３タイプがある。 

タイプⅠ 多層型（第一期，第二期，第五期工事） 

タイプⅡ 鍛造型（第三期工事） 

タイプⅢ 鍛造型（第四期工事） 

 

3. 構造・評価方法概要 

 使用済燃料乾式貯蔵容器の構造，評価方法の概要を以下に示す。今回工認では，「技術基準規則」

に適合する設計のために新たに考慮する基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動Ｓｄの地震力に対する使

用済燃料乾式貯蔵容器の耐震性評価の見直しを行ったものであり，評価方法は規格基準に基づく適用

実績のある既工認と同様の手法である。 
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Ⅴ-2-4-2-3-3-2 バスケットの耐震性についての計算書（タイプⅢ） 概要説明 

 

貯蔵時（Ｓｄ
＊地震力が作用する場合） 

 (1) 荷重条件 

ボルト初期締付力＋Ｓｄ
＊地震力＋自重 

 (2) 計算方法 

・容器姿勢は，縦状態を考慮 

・拘束リングは，1 スパン分の使用済燃料とバスケットの質量を支持

する。 

・枠板の荷重の作用領域は拘束リングとの接触部分のみ 

添付－１ 

【詳 細】

領域  の荷重

領域  の 

荷重 

領域  の荷重 

評価点⑤

評価点⑥

評価点⑤，⑥の変形挙動 

1／2 スパン 

1／2 スパン 

1 スパン 

1 スパン 

鉛直方向

加速度 

 

3.53 m／s２

＋ 

9.81 m／s２

バスケット＋使用済燃料

の荷重による圧縮 

枠板(大)，枠板(小)には

自重による圧縮が全体に

作用 

拘束リング 

拘束リング 

拘束リング 

拘束リング 

燃料支持板 

拘束リングボルト 

領域  による

圧縮，支圧 

領域  による 

座屈，せん断 

領域  による 

圧縮，曲げ（詳細参照）

領域  による 

せん断（詳細参照） 

領域  による圧縮，支圧，

曲げ，座屈（詳細参照） 

初期締付力

(4800 N)

初期締付力(4800N)＋

領域  によるせん断

拘束リング 

拘束リングボルト

枠板（大） 

枠板（小） 

枠板固定ボルト 

水平方向加速度（90°－270°）

7.06 m／s２ 

水平方向加速度

（0°－180°）

7.06 m／s２ 

 

領域  の荷重 

領域  の荷重 

③

 ２

 １

評価点③の変形挙動 

貯蔵時の発生荷重における最大応力の発生部位及び応力種類 

部  位 

発生荷重 

ボルト 

初期締付力 

下方向加速度 

(鉛直方向) 

水方向加速度 

(0°-180°方向) 

水方向加速度 

(90°-270°方向) 

枠板(大) 

① 
－ 圧縮応力 圧縮応力 － 

－ － 支圧応力 － 

② － － 座屈応力 純せん断応力 

③ － 圧縮応力 圧縮応力 曲げ応力 

枠板(小) 

⑤ － － 純せん断応力 － 

⑥ 

－ 圧縮応力 曲げ応力 圧縮応力 

－ － － 支圧応力 

－ － － 座屈応力 

燃料支持板 ⑦ － 圧縮応力 － － 

拘束リング ⑧ － － 圧縮応力 － 

拘束リングボルト ⑨ 引張応力 － － － 

枠板固定ボルト ⑩ 引張応力 － せん断応力 － 

注）圧縮応力，曲げ応力はＰｍ＋Ｐｂ＋Ｑが最大となる部位を示す 


